
子どものレジリエンス研究会の上島博と申します。

私たちの会のメンバーは主に小中学校の教員で、レジリエンスの発想を教育現場に
生かそうという実践研究を行って参りました。

実際に授業で使える教材シートをいろいろ作成してきました。

その経験から、本シンポジウムのテーマに合う部分を報告いたします。
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本論に入る前に、レジリエンスというのは、最近でこそ少し聞かれるようになりま
したが、一般にはなじみのない言葉ですので、簡単にレジリエンスについてご説明
いたします。

レジリエンスとは、落ち込みから立ち直る心の弾力性のようなものを指します。

これは、めがねの写真ですが、最近のめがねフレームは、このようにやわらかくし
なります。

それによって折れにくくなっています。

レジリエンスは元々、物の弾力性を指す言葉だそうです。

それを、人の心にもあてはめて、落ち込んでも立ち直れる回復力、あるいは、逆境
にあっても力強く育っていく人の「強み」に対しても使われるようになりました。
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震災のように町全体が破壊される災害が起きたとして、当初ほとんどの人が落ち込
んでしまいます。しかし、その後の展開は人によって変わってきて、そのままずっ
と失意の中で過ごす人もいれば、むしろ多数の人が、復興に向けて立ち直っていく
でしょう。

この立ち直る力がレジリエンスであります。

ですから、これは、「個人差」であると言えます。

こう考えると、レジリエンスという概念を知るだけで、希望が持てるのではないで
しょうか。

生活の中でこれから様々な困難が待ち受けていても、人にはそこから立ち直ってい
く力が備わっていると、思えるからです。

また、個人差だと考えると、教育の課題も見えてきます。

こう述べてくると、この失意の人を批判しているように聞こえますが、そういう趣
旨ではありません。

個人的な要因だけでなく、「状況や環境の差」もあるからです。

この人に、適切な支援がなされれば、今後立ち直っていくことができると考えられ
ます。



レジリエンスはだれもが持っていると言われています。

また、レジリエンスの特性には育てられるものも多いと言われています。

人の弱い部分、病的な部分を研究していた心理学が、人間の「強み」に気づいたと
きに、レジリエンスという概念が生まれたと言われます。

そうだとすると、病院でもカウンセリングルームでもない学校こそが、レジリエン
ス育成の表舞台となるべきではないかと、私は考えています。
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